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－ 解 答 上 の 注 意 事 項 －  

 

1 「解答始め」の合図があるまで問題を見てはならない。 

2 受験票、筆記用具[鉛筆(シャープペンシルを含む。)、消しゴム、鉛筆

削り、コンパス、小型三角定規、直線定規]、眼鏡及び時計以外の物

は、机上に出してはならない。 

3 配付物は以下の5点である。問題冊子1部、解答用紙２枚(A３用紙)、下

書き紙1枚(A３用紙)、黒ペン1本，赤ペン1本。 

4 ペン書きによる書き損じの場合は、誤ったところに二重線を引き、書

き直すこと。書き損じによる解答紙の交換はしない。 

5 問題冊子と下書き紙は持ち帰ること。配付したペンは回収する。 

  



問題 

四ひきめの子豚 

あるところに、子豚の四兄弟がいました。子豚たちはある日家を作ろうと思いたち、そこら辺で

手に入るものを使って家を作ろうとしました。 

長男はワラで、次男は木で家を作りました。三男はレンガで家を作りだしました。しばらくする

と、狼が子豚たちの住む野原に現れました。狼は息を吐いてワラの家を吹き飛ばし、長男を丸呑

みにしました。続いて次男の家の前にやってきた狼は、また息を吐いて木の家をなぎ倒し、次男

も食ってしまいました。さらに狼は、レンガの家を見つけました。レンガの家は作りかけだったので、

作業中の三男も捕まえ食ってしまいました。 

あなたが四男であったならば、どんな家を作りますか。独創的で説得力のあるプランを提案し

てください。指定の解答用紙に「プランタイトル」、「プランの概要」、「プランの意図」、そして「プラ

ンドローイング」（家の下絵や設計図など）を具体的にまとめて下さい。なお、プランドローイング

の表現方法は問いません。適宜、文章、図表、配布物による彩色など、あなたのプランに適した

方法をドローイングと組み合わせても構いません。 


